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会長あいさつ

第26回 日本救急医学会九州地方会 

会長　笠岡 俊志　 熊本大学病院  
災害医療教育研究センター  
教授・センター長

　第26回日本救急医学会九州地方会を熊本で開催させていただくことになりました。熊本で

の開催は2013年6月以来、9年ぶりとなります。役員および会員の皆様に心より感謝申し上

げます。

　近年、国内では様々な自然災害が発生するとともに、令和2年には新型コロナウイルス感

染症のパンデミックが発生し、地域の救急医療体制にも大きな影響が及んでいます。さらに

高齢化社会に伴う救急搬送の問題点も指摘されています。救急医療の危機ともいえる現状を

乗り越えるために、多職種・多機関の連携がさらに重要と考えられます。そこで、今回は、

「多職種連携で救急医療の危機に挑む」をテーマに、救急医療に関する最新情報や様々な課

題について多職種で議論し情報発信していただこうと考え、演題募集を行いました。

　最終的に一般演題を59題採択するとともに、シンポジウム「多職種連携で救急医療の危機

に挑む」に6演題、パネルディスカッション①「自然災害への備えを再考する」に4演題、

パネルディスカッション②「内の救急 RRS を考える」に4演題のご発表を頂くことになり

ました。ご応募いただいた皆様に心より感謝申し上げます。また、熊本大学の小川久雄学長

に臨床研究に関する特別講演を行って頂くとともに、国立循環器病研究センターの田原良雄

先生には蘇生ガイドラインに関する教育講演をお願いしています。さらに、医療関連企業の

ご協力によりランチョンセミナーも4セッション準備いたしました。

　平成28年熊本地震に続き、令和2年7月豪雨災害で県内は大きな被害を受けましたが、被

災地の復旧・復興も進んでいます。会場の熊本城ホールは令和元年10月にオープンした新た

なコンベンション会場で、ショッピングモール（サクラマチ熊本）が隣接するとともに、熊本

城も徒歩圏内にあります。さらに、JR 熊本駅周辺の再開発も進み、令和3年4月には新たな

駅ビルが完成して商業施設（アミュプラザくまもと）の営業も始まりました。創造的復興

（Build Back Better）を目指して復興を続ける熊本の様子をご覧いただければ幸いです。

　熊本から救急医療に関する新たなエビデンスの発表や、有意義な議論を行っていただけれ

ば幸いです。皆様のご参加を心よりお待ちしております。
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会場アクセス図

アクセス
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会場フロア図
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参加者の皆様へ

1. 学会参加費
受付で参加費をお支払いください。いずれも参加証（領収書）をお渡ししますので、会期中は
必ず参加証をご着用ください。

【参加費】

　医　　師	 5,000円	  
　その他職種	 4,000円	  
　研修医	 1,000円	  
　学　生	 免除　　※学生の方は学生証をご提示ください

総合受付の場所と開設時間は以下のとおりです。

6月24日（金）	 	
　場　　所：熊本城ホール 3階 ホワイエ	 	
　開設時間：10：30～17：30

6月25日（土）	 	
　場　　所：熊本城ホール 3階 ホワイエ	 	
　開設時間：8：15～15：30

2. 年会費
演者ならびに共同演者の方は、それぞれ本学会会員であることを要します。未入会の方は、
下記の学会事務局に連絡して入会手続きをおとりください。なお、学会当日の日本救急医学
会九州地方会の入会は総合受付の新入会受付にてお受けします。年会費は正会員3,000円、
評議員6,000円、施設会員10,000円です。

日本救急医学会九州地方会 事務局
久留米大学病院 高度救命救急センター
〒830－0011　福岡県久留米市旭町67
TEL：0942－31－7643　FAX：0942－35－3920

3. 抄録集
抄録集の販売は、学会当日のみとなっております。会員の方には事前に送付いたしますので、
会場ではお渡しができません。必ずご持参ください。なお、会場にて1冊1,500円で販売して
おりますが、部数に限りがございますので予めご了承ください。

4. 呼び出し
原則として呼び出しは行いません。緊急時にはお近くのスタッフへお声かけください。

5. 撮影・取材
原則お断りいたします。マスメディアによる取材は、本学会会長の許可を要します。
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6. クローク
お荷物は熊本城ホール3階 中会議室 Cのクロークにてお預かりいたします。なお、貴重品・
壊れ物・傘はお預かりできませんので予めご了承ください。

　開設時間：6月25日（土） 8：15～17：30

7. ランチョンセミナー
6月25日（土）にランチョンセミナーを開催します。

下記の日程、場所にて整理券を配布します。ただし、数に限りがございますので予めご了承
ください。

　日　程：6月25日（土） 8：15～12：15　　※チケットがなくなり次第終了します。

　場　所：熊本城ホール3階 ホワイエ

8. 会場内での飲食について
ランチョンセミナー以外での飲食は禁止となっております。

9. 日本救急医学会『救急科領域講習』について

2022年6月25日（土） 10：30～11：30（現地会場開催）

教育講演『JRC蘇生ガイドライン2020のトピックスと今後の課題』

田原 良雄先生（国立循環器病研究センター 心臓血管内科）

▪�講演会場における「e医学会カード（ UMIN カード）」ご提示のお願い

　�上記の講演会場におきまして、「e医学会カード」の読み取りによる受講確認を行います。
受講を予定されている救急科専門医及び今年度受験中の先生方は講習の際に「e医学会カー
ド」をご持参ください。（「e医学会カード」を忘れた場合も参加・参加登録は可能ですが、
できるだけ「e医学会カード」のご提示にご協力いただけますようお願い申し上げます。）
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座長・発表者の皆様へ

1. 座長の皆様へ
・�担当セッション開始15分前までにご担当する会場の「次座長席」にご着席ください。

・�定刻になりましたら座長席にご着席の上、セッションの進行をお願いいたします。

・�各セッションの進行は座長に一任しますが、時間厳守をお願いいたします。時間内に活発
な討論が行えますようご配慮ください。

2. 演者の皆様へ

・�利益相反（COI）状態開示のお願い

　�筆頭発表演者は、タイトルスライドの後（2枚目）に、今回の演題発表に関するCOI 状態を
必ず開示してください。

・�発表時、申告すべきCOI 状態がない場合の文言例

　「演題発表に関連し、開示すべきCOI 関係にある企業・団体等はありません」

・�発表時、申告すべきCOI 状態がある場合の文言例

　「演題発表に関連し、開示すべきCOI 状態にある企業は下記の通りです」

　例：受託研究・共同研究費／○○製薬

（スライド開示例）下記のスライド例にてCOI 開示

COI 

COI

A COI

COI 

COI 

B COI

・発表時間について

　�一般演題（口演）　発表時間6分、討論時間3分	 	
※発表時間の厳守をお願いいたします。	 	
（発表終了時間1分前に黄ランプ点灯、終了時間に赤ランプが点灯いたします。）

・演題の発表に関する全般的なご案内

　�発表者は、パソコンによる発表のみとします。	 	
発表者はそれぞれの発表開始時刻の15分前までに発表する会場の「次演者席」にご着席
ください。
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・発表データの受付（PC受付）について

　PC受付場所：熊本城ホール3階 中会議室 C

　PC受付時間：�6月24日（金） 14：00～	 	
6月25日（土）  8：15～

　※ご発表の1時間前（早朝の場合は30分前）までにお越しください。

・発表用のパソコンについて

　�学会会場では、Windows10に PowerPoint 2013、2016、2019がインストールされたパソコ
ンを準備します。なお、発表者ツールの使用はできませんのでご注意ください。

【データを持ち込みの場合】

①発表データの作成は以下の条件で作成、準備をお願いいたします。

	 1）�画面の解像度は Full－HD（1920×1080）です。16：9または4：3で作成されたスライド
をご準備ください。

	 2）�アプリケーションはWindows 版 PowerPoint 2013、2016、2019です。この環境下の
PCで画面の全てが不具合なく表示されることを事前にご確認ください。

	 3）�Macintosh で作成したデータをWindows で変換または修正をしたい場合は、事前にレ
イアウトなどに不具合などないかご確認をお願いいたします。

	 4）�バックアップデータも併せてご用意ください。

②フォント

	 Windows で標準搭載されているフォントをご使用ください。

	 日本語：MSゴシック、MPSゴシック、MS明朝、MSP明朝など

	 英　語：Times New Roman、Arial Black、Arial Narrow、Century など

	 �標準フォント以外で作成した場合、文字・段落のズレ・文字化け・表示されないなどの不
具合が発生する恐れがあります。

③ウイルスチェック		
	 必ず事前にご自身でウイルスチェックを行ってください。

④動画について

	 Windows メディアプレイヤーで動作する形式をご用意ください。

	 �PowerPoint ファイルと同一の階層に動画ファイルを保存してください。また、保存した
データは、コピーに使用したパソコンとは別のパソコンで動作確認を行ってください。

⑤発表データの提出方法

	 メディアの形式：USBメモリ

	 �メディアには発表データ以外入れないようにお願いいたします。また、データのファイル
名は「演題番号、発表者の氏名」をご入力ください。（例　O－01 熊本太郎）

【パソコン本体を持ち込みの場合】※一般演題でのパソコンのお持ち込みはご遠慮ください。

①Windows、Macintosh のどちらでも持ち込み可能です。

	 �外部出力の接続は、HDMI に限ります。変換が必要な場合は、必ずご自身でご準備くださ
い。また、電源アダプタを必ずお持ちください。

②スクリーンセーバー、省電力の設定は予め解除をお願いいたします。

③パソコン本体をお持ち込みの場合でも必ず PC受付にお立ち寄りください。

④�ご発表セッションの15分前までにご自身で会場内の PCオペレーター席まで PCをお持ち
ください。

⑤�発表終了後、PCオペレーター席にてパソコンをお受け取りください。
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日　程　表

11：00

12：00

13：00

14：00

15：00

16：00

17：00

18：00

19：00

第1会場 第2会場 第3会場 第4会場
3F 大会議室 A1-2 3F  大会議室 A3 3F  中会議室 D1-2 3F  中会議室 E1-2

6月24日金1日目

11：00～13：30

JPTEC九州幹事会

13：30～14：00

JPTEC九州評議員会

13：30～14：30

令和4年度
九州・沖縄ブロック
災害医療ロジスティック

検討委員会
14：00～14：30

日本救急医学会
九州地方会雑誌
編集委員会

14：30～15：30

第19回九州・沖縄災害拠点
病院実務者会議
第11回九州・沖縄ブロック
ＤＭＡＴ実務者会議合同会議

15：30～16：30

ドクターヘリ九州連絡協議会

15：30～16：30

日本救急医学会
九州地方会

看護部運営委員会

16：30～17：30

日本救急医学会九州地方会

令和4年度第1回役員会

17：30～18：30

日本救急医学会九州地方会

令和4年度第1回評議員会
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8：50
9：00

10：00

11：00

12：00

13：00

14：00

15：00

16：00

17：00

第1会場 第2会場 第3会場 第4会場
3F  大会議室 A1-2 3F  大会議室 A3 3F  中会議室 D1-2 3F  中会議室 E1-2

6月25日土2日目

 8：50～ 開 会 式

 9：00～10：15

パネルディスカッション 1

自然災害への備えを
再考する

座長：高山 隼人
　　　奥本 克己

 9：00～10：00

一般演題（口演） 1
新型コロナ対応
（O‒1～O‒6）
座長：喜多村 泰輔
　　　松園 幸雅　

 9：00～9：50
一般演題（口演） 7

救急隊・救急救命士
（O‒35～O‒39）
座長：落合 秀信
　　　池田 光隆

 9：00～9：50
一般演題（口演） 9

脳神経・精神科救急
（O‒45～O‒49）
座長：岩村 高志
　　　櫻井 聖大

 9：55～10：45
一般演題（口演） 8
看護・特定行為
（O‒40～O‒44）
座長：三橋 睦子
　　　井浦 弥生

 9：55～10：45
一般演題（口演） 10

心血管・呼吸器疾患
（O‒50～O‒54）
座長：田崎 　修
　　　山下 典雄

10：05～11：05

一般演題（口演） 2
外　傷

（O‒7～O‒12）
座長：高須 　修
　　　入江 弘基

10：30～11：30

教育講演

JRC 蘇生ガイドライン2020
のトピックスと今後の課題

座長：原田 正公
演者：田原 良雄

11：10～12：10

一般演題（口演） 3
救急医療体制
（O‒13～O‒18）
座長：垣花 泰之
　　　山本 明彦

11：35～12：20
特別講演

臨床研究40年からの教訓
座長：笠岡 俊志
演者：小川 久雄

12：30～13：20
ランチョンセミナー 1

熊本赤十字病院小児救命救急
センター活動報告
～こどもを救う、多職種で救う～

座長：梅村 武寛
演者：平井 克樹

共催：日本光電工業株式会社

12：30～13：20
ランチョンセミナー 2

薬剤師のチカラ
～多職種連携の救急医療だから～

座長：原田 正公
演者：柴田 啓智

共催：日本血液製剤機構

12：30～13：20
ランチョンセミナー 3

ハイパフォーマンスCPR の
実現に向けて

座長：畑中 哲生
演者：石見　 拓

共催：旭化成ゾールメディカル株式会社

12：30～13：20
ランチョンセミナー 4

小児重症 ARDS に関する
国際連携研究

座長：入江 弘基 
演者：平田 直之

共催：旭化成ファーマ株式会社

13：30～13：55
総　　会

14：00～15：30

シンポジウム

多職種連携で救急医療の
危機に挑む

座長：中道 親昭
　　　梅村 武寛

14：00～15：00

一般演題（口演） 4
心停止・心肺蘇生
（O‒19～O‒24）
座長：吉原 秀明
　　　田中 拓道

14：00～14：50
一般演題（口演） 11

感染症・栄養・高齢者救急
（O‒55～O‒59）
座長：冨岡 譲二
　　　早川 航一

14：30～16：30

学生・研修医部会
（SMAQ）セッション

救急医療の魅力とは？
～ 救急医療の魅力に

触れてみよう～

講師：久城 正紀
　　　望月 礼子

15：05～15：45
一般演題（口演） 5

腹部救急
（O‒25～O‒28）
座長：添田 　徹
　　　金丸 勝弘

15：40～16：55

パネルディスカッション 2

内の救急 RRS を考える

座長：前原 潤一　
　　　阪本 雄一郎

15：50～16：50

一般演題（口演） 6
急性中毒・環境障害
（O‒29～O‒34）
座長：玉井 文洋
　　　桑原 　謙

16：55～ 閉 会 式
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主要プログラム
6月25日（土）　熊本城ホール

8：50～ 開 会 式

9：00～10：15 パネルディスカッション 1 第1会場（3F 大会議室 A1-2）

座長：高山 隼人（長崎大学病院 地域医療支援センター）	
奥本 克己（熊本赤十字病院 救命救急センター）　

［ 自然災害への備えを再考する ］

PD1-1 自施設、地域を災害から守る 
多職種組織・長崎大学病院災害医療支援室の平時、非常時

山下　和範	 長崎大学病院 災害医療支援室

PD1-2 本邦における災害犠牲者の特徴と要配慮者支援に関する教育の重要性
内藤　久貴	 熊本大学病院 災害医療教育研究センター

PD1-3 豪雨による水害対策で救命センター垂直避難を経験して
平湯　恒久	 久留米大学 医学部 救急医学講座

PD1-4 災害急性期における自治体災害対策本部との医療連携の課題
西岡　和男	 熊本市消防局

10：30～11：30 教育講演 第1会場（3F 大会議室 A1-2）

座長：原田 正公（熊本市立熊本市民病院 救急科・集中治療科）

EL　　JRC蘇生ガイドライン2020のトピックスと今後の課題

田原　良雄	 国立循環器病研究センター

11：35～12：20 特別講演 第1会場（3F 大会議室 A1-2）

座長：笠岡 俊志（熊本大学病院 災害医療教育研究センター）

SL　　臨床研究40年からの教訓

小川　久雄	 熊本大学 学長
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12：30～13：20 ランチョンセミナー1 第1会場（3F 大会議室 A1-2）

座長：梅村 武寛（琉球大学大学院医学研究科 救急医学講座）

LS1　　�熊本赤十字病院小児救命救急センター活動報告�
～こどもを救う、多職種で救う～

平井　克樹	 熊本赤十字病院こども医療センター 小児科

共催：日本光電工業株式会社

12：30～13：20 ランチョンセミナー2 第2会場（3F 大会議室 A3）

座長：原田 正公（熊本市民病院 救急科）

LS2　　�薬剤師のチカラ�
～多職種連携の救急医療だから～

柴田　啓智	 済生会熊本病院 薬剤部

共催：日本血液製剤機構

12：30～13：20 ランチョンセミナー3 第3会場（3F 中会議室 D1-2）

座長：畑中 哲生（救急救命九州研修所（ELSTA KYUSHU））

LS3　　ハイパフォーマンスCPRの実現に向けて

石見　拓	 京都大学大学院 医学研究科 社会健康医学系専攻 予防医療学分野 教授

共催：旭化成ゾールメディカル株式会社

12：30～13：20 ランチョンセミナー4 第4会場（3F 中会議室 E1-2）

座長：入江 弘基（熊本大学病院 救急部 教授）

LS4　　小児重症ARDSに関する国際連携研究

平田　 直之	 熊本大学大学院 生命科学研究部 麻酔科学講座 教授

共催：旭化成ファーマ株式会社
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13：30～13：55 総　　会 第1会場（3F 大会議室 A1-2）

14：00～15：30 シンポジウム 第1会場（3F 大会議室 A1-2）

座長：中道 親昭（長崎医療センター 高度救命救急センター）	
梅村 武寛（琉球大学大学院医学研究科 救急医学講座）

［ 多職種連携で救急医療の危機に挑む ］

S-1 COVID-19パンデミックで見えてきた多職種連携の可能性 
～情報共有の視点から～

米盛　輝武	 社会医療法人仁愛会 浦添総合病院 救命救急センター

S-2 重症 COVID-19の ECMO管理を通して多職種連携を考える
高山　和之	 福岡大学病院 救命救急センター・ECMOセンター

S-3 三次医療機関で働く救急救命士への期待と課題
佐藤　友子	 済生会熊本病院 救急総合診療センター 救急科

S-4 当院脳卒中ホットライン（NMC-SHOT：Nagasaki Medical Center-Stroke 
Hotline）における多職種連携について

日比野　愛子	 独立行政法人国立病院機構 長崎医療センター 高度救命救急センター

S-5 COVID-19蔓延時（第6波）における患者動向に応じた 
多職種による COVID-19診療体制の再構築とその効果

岡野　雄一	 熊本赤十字病院

S-6 多職種で挑む新型コロナウィルス感染症
松園　幸雅	 荒尾市民病院 救急科

14：30～16：30 学生・研修医部会（SMAQ）セッション 第3会場（3F 中会議室 D1-2）

担当：学生・研修医部会（SMAQ）九州・沖縄ブロック	
ブロック長：平田 悠哉、副ブロック長：三宅 泰平

救急医療の魅力とは？�
～救急医療の魅力に触れてみよう～

【講演会】
講　　師：久城 正紀 先生（済生会福岡総合病院救命救急センター）
講演テーマ：救急医の魅力、キャリア

【臨床推論】
講　　師：望月 礼子 先生（鹿児島大学病院救命救急センター）
内　　容：救急患者の症例提示を行い、それについて臨床推論を行う
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15：40～16：55 パネルディスカッション 2 第1会場（3F 大会議室 A1-2）

座長：前原 潤一（済生会熊本病院 救急総合診療センター）	
阪本 雄一郎（佐賀大学医学部 救急医学講座）  　　

［ 内の救急 RRS を考える ］

PD2-1 嬉野医療センターの RRSの活動と経験  
～10年の経過と今後の課題～

河上　ひとみ	 独立行政法人国立病院機構 嬉野医療センター

PD2-2 当院の RRS（Rapid Response System）における現状と課題について
増田　幸子	 国立病院機構 長崎医療センター

PD2-3 RRS導入プロセスと現状の課題
坂本　美賀子	 社会福祉法人 恩賜財団 済生会熊本病院 救命救急センター

PD2-4 熊本大学病院における Rapid Response Systemの現状
入江　弘基	 熊本大学病院 救急部
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9：00～10：00 一般演題（口演）1［ 新型コロナ対応 ］ 第2会場（3F 大会議室 A3）

座長：喜多村 泰輔（福岡大学病院 救命救急センター）	
松園 幸雅（荒尾市民病院 救急科）　　　　　　

O-01 熊本市中心市街地の診療所における新型コロナ診療総括
松本　孝嗣	 松本外科内科医院

O-02 高度救命センターでの COVID‒19重症患者受け入れに向けて実施した 
学習会の評価

柴田　将太朗	 佐賀大学医学部附属病院 高度救命救急センター

O-03 COVID‒19対策を講じる前後の ICLSコースを比較した 
受講者の「反応」と「学習効果」

高野　浩二	 地方独立行政法人 大牟田市立病院

O-04 完全房室ブロックで失神し、大腿骨転子部骨折を合併した 
COVID‒19陽性患者（軽症）への新規ペースメーカーデバイス使用のメリット

福永　崇	 済生会熊本病院 救急総合診療センター

O-05 沖縄県における新型コロナウィルス感染症患者搬送困難事案について
佐々木　秀章	 沖縄赤十字病院

O-06 与論島における新型コロナウイルス感染症クラスターへの対応とその課題
山端　裕貴	 医療法人徳洲会 与論徳洲会病院

10：05～11：05 一般演題（口演）2［ 外傷 ］ 第2会場（3F 大会議室 A3）

座長：高須 修（久留米大学医学部 救急医学講座）	
入江 弘基（熊本大学病院 救急部）　　　　

O-07 鈍的頚部外傷による気管断裂の再建経験
森岡　康祐	 鹿児島市立病院 形成外科

O-08 胸椎外傷後に乳び腹水のコントロールに難渋した多発外傷の一例
安倍　翔	 長崎大学病院 高度救命救急センター

O-09 闘牛による多発外傷の1例
高間　辰雄	 鹿児島県立大島病院 救命救急センター

O-10 シートベルト着用者に生じた環軸椎亜脱臼と歯突起後方の急性硬膜外血腫の1例
野田　慎太郎	 久留米大学病院 高度救命救急センター

一般演題プログラム
6月25日（土）
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O-11 ネイルガンによる多発穿通性外傷の1例
工藤　陽平	 宮崎大学医学部附属病院 救命救急センター

O-12 奄美大島における海洋危険生物外傷
平田　悠哉	 鹿児島県立大島病院 救命救急センター

11：10～12：10 一般演題（口演）3［ 救急医療体制 ］ 第2会場（3F 大会議室 A3）

座長：垣花 泰之（鹿児島大学大学院医歯学総合研究科 救急・集中治療医学）	
山本 明彦（大分県立病院 救命救急センター）   　　　　　　　　　　　

O-13 DX（Digital Transformation）による医療機関間連携 
～沖縄県における急性期疾患診療ネットワークを介した連携～

米盛　輝武	 社会医療法人仁愛会 浦添総合病院 救命救急センター

O-14 病院前脳卒中病型予測ツールを活用して、 
適切な病院へ迅速に搬送する取り組みの構築を行う前の検証

長谷川　秀	 熊本赤十字病院 脳神経外科

O-15 COVID‒19感染状況を考慮した、奄美ドクターヘリの運航の工夫
藤田　晃大	 鹿児島県立大島病院 救命救急センター

O-16 ドクターヘリによる搬送が有用であった離島発症の急性腹症の1例
梶原　大輝	 大分県立病院

O-17 離島における臓器提供の問題とその解決について
佐々木　香奈	 鹿児島県立大島病院 救命救急センター

O-18 宮崎県西諸医療圏における当講座設置の位置づけ～コロナ禍下の立ち上げ
遠藤　穣治	 宮崎大学医学部 災害医療・救急医療支援講座

14：00～15：00 一般演題（口演）4［ 心停止・心肺蘇生 ］ 第2会場（3F 大会議室 A3）

座長：吉原 秀明（鹿児島市立病院 救急科／救命救急センター）	
田中 拓道（熊本大学病院 救急部）　　　　　　　　　　

O-19 心肺蘇生を望まない傷病者への対応　 
離島地域における多職種アプローチでの解決策

高間　辰雄	 鹿児島県立大島病院 救命救急センター
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O-20 難治性心停止の患者への E-CPRに対する 
多職種 E-CPRシミュレーション訓練の効果についての検討

松山　結衣	 社会福祉法人 恩師財団 済生会熊本病院

O-21 偶発性低体温症による rescue collapseに対して 
ECMO導入により救命した一例

井之上　晃	 宮崎大学医学部附属病院 救命救急センター

O-22 自己修正にフォーカスを当てた養護教員向け心肺蘇生研修会の有用性と課題 
―リアリティを持たせた研修会の模索―

藤田　尚宏	 佐賀県医療センター好生館 総合教育研修センター

O-23 脳死下臓器摘出手術が中止となった一例
櫻井　聖大	 国立病院機構 熊本医療センター 救命救急・集中治療部

O-24 心肺停止に至った頚部鋭的外傷に対し輪状甲状靭帯切開と包帯法による 
頸部圧迫止血を行いダメージコントロール治療で救命した一例

市川　亮	 熊本赤十字病院 第一救急科部

15：05～15：45 一般演題（口演）5［ 腹部救急 ］ 第2会場（3F 大会議室 A3）

座長：添田 徹（新別府病院 救命救急センター）　　　　　　　	
金丸 勝弘（宮崎大学医学部附属病院 救命救急センター）

O-25 下血を繰り返し治療に難渋した 
サイトメガロウイルス感染症による消化性潰瘍の1例

大野　鉄平	 社会医療法人財団池友会 新行橋病院

O-26 上腸間膜静脈血栓症（Superior Mesenteric Venous Thrombosis；SMVT）にて 
小腸壊死をきたした一例

久原　一哲	 社会医療法人財団池友会 新行橋病院

O-27 保存的加療により軽快した特発性大網出血が疑われた一例
東　美羽	 大分大学 医学部 医学科

O-28 上級医が見逃した急性腹症
龍神　香好	 福岡県済生会福岡総合病院
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15：50～16：50 一般演題（口演）6［ 急性中毒・環境障害 ］ 第2会場（3F 大会議室 A3）

座長：玉井 文洋（社会医療法人三愛会 大分三愛メディカルセンター 救急科 ）	
桑原 謙（熊本赤十字病院 第二救急科）       　　　　　　　　　　　　　　　

O-29 家族内に発生した C型ボツリヌス菌食中毒の一例
田中　拓道	 熊本大学病院 救急部

O-30 アセトアミノフェン中毒によって生じた肝障害に対して 
ステロイドパルス療法が有効であった一症例

覚本　雅也	 公益社団法人昭和会 いまきいれ総合病院 救急科

O-31 初療時にはみられなかった DICを入院直後に併発し 
急激な転帰をたどった熱中症の一例

土田　崇博	 産業医科大学病院 救急科

O-32 バイタルから感染症併発を疑った偶発性低体温症の一例
古阪　広	 独立行政法人地域医療機能推進機構 九州病院 救急科・総合診療部

O-33 抗毒素血清を使用せず治療したマムシ咬傷の1例
高本　美智	 熊本市立熊本市民病院 救急科

O-34 脳出血、多発性脳梗塞、急性膵炎を合併した偶発性低体温症の1例
家村　公太朗	 熊本市立熊本市民病院 救急科・集中治療科

9：00～9：50 一般演題（口演）7［ 救急隊・救急救命士 ］ 第3会場（3F 中会議室 D1-2）

座長：落合 秀信（宮崎大学医学部 救急・災害医学分野）	
池田 光隆（熊本市消防局 警防部 救急課）    　　　

O-35 救急隊員のワークモチベーションとストレスに関する一考察
大嶋　伊織	 大分市消防局

O-36 派遣型救急ワークステーション中に行う小隊訓練の効果について
藤原　泰士	 大分市消防局

O-37 山間部消防機関の兼務救急隊員を対象とした救急研修会の検討 
～対面式とリモート式～

徳永　洋幸	 西諸広域行政事務組合消防本部

O-38 救急救命士を対象としたショックの判断要因
鵜澤　佑	 宮崎大学大学院 医学獣医学総合研究科 救急・災害医学分野

O-39 救急隊員を対象とした出血コントロール教育の効果
鵜澤　佑	 宮崎大学 医学部 災害医療・救急医療支援講座
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9：55～10：45 一般演題（口演）8［ 看護・特定行為 ］ 第3会場（3F 中会議室 D1-2）

座長：三橋 睦子（久留米大学医学部 看護学科）　	
井浦 弥生（済生会熊本病院 救命救急 HCU）

O-40 救命センターにおける COVID‒19重症患者対応の看護体制作り
永野　やよい	 久留米大学病院 高度救命救急センター

O-41 救急外来を48時間以内に再受診した患者の要因分析
西川　理子	 社会福祉法人 恩賜財団 済生会熊本病院

O-42 特定行為看護師の役割 
～2年間の活動を振り返って見えてきたものと今後の課題～

三山　麻弓	 福岡県済生会福岡総合病院 看護部

O-43 救急領域パッケージ研修修了者の救急外来での役割
馬渡　修平	 独立行政法人 佐賀県医療センター好生館

O-44 救命救急センターにおける特定行為修了者の活動
田中　由美	 地方独立行政法人 佐賀県医療センター好生館

9：00～9：50 一般演題（口演）9［ 脳神経・精神科救急 ］ 第4会場（3F 中会議室 E1-2）

座長：岩村 高志（佐賀県医療センター好生館 救急科／救命救急センター）	
櫻井 聖大（熊本医療センター 救命救急部／救命救急センター）　　

O-45 肺炎の治療経過で抗菌薬関連脳症をきたした一例
二宮　駿	 福岡大学病院 救命救急センター

O-46 脳脊髄液漏出症の症例検討
昇　竜正	 社会医療法人財団池友会 新行橋病院

O-47 意識障害で低血糖が判明、その後の頭部 CTやMRIは妥当かについての検討
小山　敬	 地方独立行政法人 佐賀県医療センター好生館 救急科

O-48 向精神病薬過量内服後の意識障害から長時間の四肢の圧挫を来し、 
コンパートメント症候群及び急性腎障害を来した1例

新山　修平	 鹿児島大学病院 救命救急センター

O-49 術後に発症し、診断し得た正常血糖糖尿病ケトアシドーシス（eu-DKA）の一例
工藤　優宇輔	 社会医療法人財団池友会 新行橋病院
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9：55～10：45 一般演題（口演）10［ 心血管・呼吸器疾患 ］ 第4会場（3F 中会議室 E1-2）

座長：田﨑 修（長崎大学病院 高度救命救急センター）　　	
山下 典雄（久留米大学病院 高度救命救急センター）

O-50 IVRで治療し得た腹部内臓動脈瘤破裂の一例
壁屋　士朗	 社会医療医療法人財団池友会 新行橋病院

O-51 J波症候群が疑われた特発性心室細動の1例
脇山　史美子	 長崎大学病院 高度救命救急センター

O-52 心肺蘇生による前縦隔血腫に対して集学的治療を行った2症例
福田　匠	 久留米大学病院 高度救命救急センター CCU

O-53 喘息重積発作で判明した excessive dynamic airway collapse（EDAC）の1例
中塚　昭男	 誠心会井上病院 救急科

O-54 続発性気胸に合併した SIADHの一例
渋谷　謙一	 鹿児島県立大島病院 救命救急センター

14：00～14：50 一般演題（口演）11［ 感染症・栄養・高齢者救急 ］ 第4会場（3F 中会議室 E1-2）

座長：冨岡 譲二（社会医療法人緑泉会 米盛病院）    　　　　　　　　	
早川 航一（長崎みなとメディカルセンター 救命救急センター）

O-55 演題取り下げ

O-56 離島における人工血管感染症2症例の経験と、当院での工夫
渋谷　謙一	 鹿児島県立大島病院 救命救急センター

O-57 一般住民の血清総蛋白値に関する横断的研究　救急領域への応用の検討
渋谷　謙一	 鹿児島県立大島病院 救命救急センター

O-58 当地域における高齢者救急が抱える現状と対策
井上　智博	 社会医療法人雪の聖母会 聖マリア病院 救命救急センター 救急科

O-59 消防機関との web勉強会の取り組み　 
～コロナ禍でも持続可能な多機関多職種連携～

山田　成美	 国立病院機構 長崎医療センター 高度救命救急センター
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特別講演

　私が臨床研究を始めたのは1981年国立循環器病センター（現在の国立循環器病研究セン

ター）においてである。Non-Q wave infarction に興味を持ち、ST 低下型、ST上昇型、T

変化型の3群に分類されることを1985年に、Q-wave infarction に比べ、梗塞後狭心症や再

梗塞が多いことを1986年に報告した。熊本大学循環器内科に入ってからは、生体内

Thrombin 生成の指標であるFibrinopeptide Aをマーカーとして冠攣縮の発作で上昇する

こと、発作と同様に深夜から早朝に上昇すること、しかも冠循環内で上昇が中心であること

を発表した。

　1994年からは多施設共同臨床研究に取り組んだ。急性心筋梗塞患者を対象に JAMISを行

いアスピリン81 ㎎/日投与による再発予防効果を証明、次に JBCMI studyにて心筋梗塞後

のCa拮抗薬がβ遮断薬の比較、さらに急性心筋梗塞に対するスタチン療法の効果を検討す

るためにMUSASHI-AMI行った。

　2002年から始めた JPAD trial は糖尿病患者に対するアスピリンの一次予防効果を検証す

る研究で、心血管系イベントはアスピリン群で少ない傾向にあり、65歳以上ではアスピリ

ン群に有意に少なかった（JAMA 2008）。次に高用量アンジオテンシンⅡ受容体拮抗薬

（ARB）とARB＋カルシウム拮抗薬併用療法を比較する目的でOSCAR study、糖尿病患

者に対するスタチンの糖代謝に対する影響を調べる目的でLISTEN Study、さらに心血管

イベントに関するマーカーStudyであるATTEMPT-CVD、高尿酸血症患者を対象とした

フェブキソスタットの効果を検討したFREEDを行った。2015年から開始した心房細動を

合併した安定冠動脈疾患患者において、経口抗凝固薬リバーロキサバン単独とリバーロキサ

バン＋抗血小板薬併用とを比較したAFIRE studyにおいて、リバーロキサバン単独療法が

併用療法に比較して心血管イベントの発生を増加させることなく出血性イベントを有意に減

らすことを示した（New England Journal of Medicine 2019）。

臨床研究40年からの教訓

小川　久雄
熊本大学 学長

SL

【略歴】

昭和53年3月 熊本大学医学部 卒業
昭和53年6月 熊本大学第二内科 入局
昭和56年～59年 国立循環器病センター 心臓内科レジデント
昭和59年7月 熊本大学循環器内科創設につき循環器内科入局
昭和62年4月 熊本大学 循環器内科 助手
平成12年10月 熊本大学 循環器内科 教授
平成23年4月 独立行政法人 国立循環器病研究センター 副院長兼務
平成27年10月 国立研究開発法人 国立循環器病研究センター 副院長
平成28年2月 国立研究開発法人 国立循環器病研究センター 理事長
令和3年4月 国立大学法人 熊本大学 学長
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【背景】 熊本市中心市街地に位置する当院（無床診

療所）では、新型コロナウイルス感染リスクの高い

発熱風邪症状の受診者が多い。

【方法】 一般患者とは完全別導線（空間分離有り）

の発熱外来を院内に設置し、診療時間の全て（時間

分離無し）において稼働させた。診断した陽性者は

経過観察を継続し、初診の陽性者（主に宿泊施設療

養中）も可能な限り対応した。

【結果】 新型コロナウイルス感染拡大第1～6波（演

題登録時）での、発熱外来等における陽性者・非陽

性者の対応件数は延べ1,969件で、陽性診断数は

370例であった。約1割が入院となったが、全て中

等症までで重症や死亡例は経験しなかった。第6波

では演者自身も感染した。

【考察・結語】 未知の感染症によるパンデミックは

今後も発生する可能性があり、今回の経験を基にま

ずは本感染症の終息に向けて活動を継続する。

一般演題（口演）1［ 新型コロナ対応  ］

O-01
熊本市中心市街地の診療所における 
新型コロナ診療総括

○松本　孝嗣
松本外科内科医院

【はじめに】 高度救命救急センター（以下、A病棟）

では救急病棟と救急外来、プレホスピタルを兼務し

ているが重症管理は行っていない。今回COVID-19

患者受け入れのため重症管理の学習会を実施し、学

習会前後での患者管理に対する不安が改善している

のか調査を行なった。

【方法】 A病棟看護師38名に学習会前後で重症管

理に関しての不安についてWEBでアンケートを実

施した。

【結果】 陰圧室での初期対応（気管挿管やCV挿入）、

人工呼吸器管理、CHDF、ECMO管理に関しての

学習会を行い、患者管理に対する学習会後での不安

は改善が見られ、p値：0.001（p＜0.05）と統計的

有意差が見られた。

【考察】 学習会後で不安の軽減を認めているがA病

棟で普段管理していないECMO・CHDFに関して

は学習会実施後も実施できるが不安はあるという回

答が多く、継続して学習会や教育が必要であると考

える。腹臥位療法に関してはシミュレーションを実

施しており、実践で活用できたという回答が100%

であった。この結果から座学よりもシミュレーショ

ン教育が効果的であると考え、ECMO・CHDFに

関してもシミュレーションでの教育を検討していく

必要がある。

O-02
高度救命センターでの 
COVID－19重症患者受け入れに向けて 
実施した学習会の評価

○柴田　将太朗、友清　敏之、南里　誠二、	
公文　孝子
佐賀大学医学部附属病院 高度救命救急センター
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